
　地産地消とは、「地域で生産された食材を地域で消費する」
ことで、地元で採れた食材を食べることは、地域の食文化等に
も深く関わっています。地産地消は、生産者と消費者の距離を
縮め、生産者の顔が分かったり、輸送距離が短くなるので新鮮
な食材を得ることができるなどのメリットがあります。
　本市にはマダイや足赤エビ、しらすなどの特産品があること
をご存じでしょうか。皆さまが、身近な食材を通して「食」へ
の関心を持つことで、地域の活性化や地域の魅力を知ることに
つながります。

わかやま布引だいこん
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（材料）
【材料】（４人分）
■米　　　　　３合
■新生姜　　　１００ｇ　
■にんじん　　  ５０ｇ
■ちくわ　　　 小２本
■しめじ　　　 ２０ｇ
■さくらえび　　少々
■酒　　　　　大さじ２
■しょうゆ　　  大さじ１
■塩　　　　　小さじ１／２
■だしの素　　 少々

【作り方】
❶　お米は洗って 30 分おく。
❷　ちくわは縦半分に切り、小口切
　　りにする。
➌　新生姜、にんじんは千切りにす
　　る。
➍　❶に❷➌、しめじ、さくらえび、　
　　調味料を入れ、普通のご飯を炊
　　く水加減で炊く。

※土生姜でも美味しくできますので、
お試しください。

　毎月 19 日は「食育の日」です。本市においても 19 日を「和歌山食材の日」として和歌山県産の食材を活用し、

地産地消の促進を図っています。皆さまも「食」に関心を持ち、健康な毎日を過ごしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 農林水産課☎ 435-1049

６月は食育月間

食育 知ろう！を

　私たちのグループは、地産地消の料
理教室や食育活動に取り組んでいます。
毎年 10 月に開催する郷土料理教室で
は、地域食材を使って、こけら寿司や
生姜の佃煮などを参加者と共に作り、
和歌山の「食」を伝えています。人の
体は食べるものでできていますから、
地元の新鮮野菜を使った料理を、子ど
もたちにも食べてもらいたいですね。

郷土料理教室の様子

地元の美
う ま

味いもの

オーガニック給食

　市立小学校全校を対象に、オーガニック給食の実施を予定
しています。
　昨年度は有機栽培のさつまいもや特別栽培のみかんを提供
していましたが、今年度は、土づくりから収穫までを通して
化学肥料、農薬の使用を削減し、環境負荷の軽減に配慮した
環境保全型農業で栽培したお米などを給食で提供する予定で
す。

郷土料理を作ってみよう
生姜ごはん

　学校によっては田植えや収穫などの体験を行っています。　　
「育てる」「食べる」体験を通して、食を生み出す現場に対す
る関心を深め、食生活が自然の恩恵や食に関わる人々の活動
により成り立つことを理解してもらい、食に対する感謝の気
持ちを育みます。　　　　　　問 給食管理課☎ 435-1137

　和歌山市生活研究グループ連絡協議会

会長 田端　和美 さん
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べ
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